
 

 資料４  
○佐賀県特別職報酬等審議会条例 

（昭和３９年８月１日佐賀県条例第３１号） 

 

（設置） 

第１条  県議会議員の議員報酬の額並びに知事及び副知事の給料の額（以下

「報酬等の額」という。）について調査審議するため、佐賀県特別職報酬等

審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

 

（諮問） 

第２条  知事は、報酬等の額に関する条例を議会に提出しようとするときは、

あらかじめ、当該報酬等の額について審議会に諮問するものとする。 

 

（組織） 

第３条  審議会は、委員 10 人以内で組織する。 

２  委員は、県の区域内の公共的団体等の代表者その他県民のうちから、知

事が任命する。 

３  委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の

委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

４  委員は、再任されることができる。 

 

（会長） 

第４条  審議会に会長を置き、委員の互選により定める。 

２  会長は、会務を総理する。 

３  会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長の指

定する委員がその職務を代理する。 

 

（会議） 

第５条  審議会は会長が招集する。 

２  審議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

 

（庶務） 

第６条  審議会の庶務は、佐賀県総務部において処理する。 

 

（補則） 

第７条  この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、

知事が別に定める。 

 



 

 

○佐賀県特別職報酬等審議会規程 

（昭和４０年３月５日佐賀県告示第５５号） 

 

 （趣旨） 

第１条  佐賀県特別職報酬等審議会（以下「審議会」という。）の運営につい

ては、佐賀県特別職報酬等審議会条例（昭和３９年佐賀県条例第３１号）

に定めるもののほか、この規程の定めるところによる。 

 

 （招集通知） 

第２条  会長は、会議を招集しようとするときは、あらかじめ、日時、場所

及び付議案件を委員に通知しなければならない。 

 

 （会議録） 

第３条  会長は、会議の議長となり、会議録を作成し、次の各号に掲げる事

項を記載しなければならない。 

(1) 会議の日時及び場所 

(2) 出席者の氏名 

(3) 審議の経過 

(4) 審議した事項 

(5) その他必要と認める事項 

 

 （補則） 

第４条  この規程に定めるもののほか、審議会の運営について必要な事項は、

会長がそのつど定める。 

 


